











『 高 田 松 原 砂浜 再生 工事 の 現場 見 学会 』 を 開催 し まし た ! 


岩手 県 が 整備 を 進め て いる 「 高 田地 区 海岸 砂浜 再生 (本 格 施工 ) 工事 」 に つい て 、 平 成 3O 年 1 
0 月 に 海水 浴場 と し て 利用 され る 予定 の 区 間 (延長 7OOm) が 完成 し た こと か ら 、 施 工 者 (鹿島 
建設 費 ・( 移 明和 土木 特定 共同 企業 体 ) の 主催 で 現場 見 学会 が 開催 され まし た 。 

見 学会 は 、 一 般 の 方 向け (平成 3O 年 12 月 1 日 ) と 高校 生 ・ 大 学生 向け (平成 3O 年 12 月 8 日 ) の 
2 回 に 分 け て 開催 し 、 高 田地 区 海岸 周辺 の 復興 事業 概要 、 養 浜 事業 、 工 事 概要 の 説明 を 行っ た 後 
に 、 実 際 に 砂浜 を 歩い て 再生 状況 を 感じ て いた だ きま し た 。 

工事 は 平成 3 1 年 3 月 の 完成 を 目指 し 、 今 後 も 安全 第 一 で 工事 を 進め て いき ます 。 








三 「 養 浜 第 1 工区 」 延長 400m 
り / 三 
平面 計画 目標 砂浜 峠 : 30m~60m 


(従前 の 砂浜 幅 ) 
今回 完成 区 間 ! 3 2 
ー ※ 境 方 か ら の 景観 、 散策 







「 義 浜 第 3 工区 」 延長 650m 
目標 砂浜 幅 : 30m~60m 
(従前 の 砂浜 幅 ) 
※ 破 浜 景観 の 復元 
※ 遠 方 か ら の 景観 、 散策 
ui 






突堤 (本 設 ) 






平成 22 年 度 の 海水 浴 客 数 は 、 約 17 万 人 
海水 浴場 範囲 は 、 娠 災 前 と 同 規模 を 設定 
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次 岩手 県 

る 平成 30 年 12 月 1 日 ( 土 ) 
【 見 学会 の 様子 】 
当日 は 、 


で し た が 、 バ パス 車内 か ら 普 自立 ち 入 る こと が 出来 な い 公 
て ご 覧 に な っ て いた だ きま し た 。 


注意 事項 を 説明 





一 般 の 方 向け 見 学会 


. 条 想 媒 


EME 


陸前 高田 市 に 暴風 警報 が 発令 され て いた た め 、 防 潮 堤 の 上 か ら 全 景 を 眺め る こと は で きま せん 


\ 園 工事 の 様子 や 、 植 樹 さ れ た 松原 の 様子 も 合わ せ 


砂浜 を 踏み し め る 





【 寄 せら れ た 感想 (一 部 ) 】 

イオ か ER AP の = る た る ずっ ッ を ょ * / 光 と と た を . 
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エガ 人 た TT らん 人 な 対生 で 7) 
図 向 3 : 欠 22 か 私 年 は どり ) っ ぃ 少 来 3 
A すっ of i ) ・ 岩 考 と 放水 流 EA 2 路 学 
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才 い <# ま (7 で 。 EE 40k く 


用 を 季 和 いと 2 も よめ た で Wa 朝 炒 流 こ か 見 3 
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る し です 。 
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岩手 県 用 . 条 板 筐 


る 平成 30 年 12 月 8 日 ( 土 ) 学生 の 万 向け 見 学会 (参加 者 :7 名 ) 





【 見 学会 の 様子 】 

12 月 1 日 の 見 学会 同様 、 事 業 概 要 、 工 事 概要 を 説明 し た 後に 、 実 際 に 砂浜 を 歩い て も らい 、 さ ら に 防潮 
堤 の 上 か ら 公 園 工 事 、 松 原 の 成長 の 様子 な ど 、 高 田地 区 海岸 周辺 の 状況 を 確認 し て いた だ きま し た 。 

現場 見 学 の 後に は 、 復興 工事 を 担 つ 先 輩 社会 人 が 体験 設 な ど を 説明 し 、 学 生 と 交流 し まし た 。 


| 砂浜 を 歩く 波 の 様子 を 感じ る 





【 寄 せら れ た 感想 (抜粋 ) 】 


つい て よく 知る こと が で き 、 良 か っ た です 。 高田 松原 が 完成 する 前 | | ^、 宛 に 優 興 で きる の が 楽し み で す 。 

a さろ 一 — あと ニニ テー で 

NET 工事 現場 で どの よう な こと が 行わ れ て いる の か 、 土 木 エン ジニ ア 

し て いた だ き 、 「 も の づこ り の すばらし さ 」 を 感 し る こと が で きま が どの よう な 気持 ち で 工事 に 取り 組ん で いる の か 、 生 の 声 を 聞く こ 
Ne つる ここ て ござ | | と が で きま し た 。 特 に 座談 会 で は 、 仕 事 に つい て の 気 に ま る こと や 

し だ 。 こ の 経験 を 持 来 に 生か し て 生活 し て いき た いし 、 私 だ ちの 高 | | 生玉 涼 する こと が で きき. モテ ベー ショ ン を つこ る きっ がけ に な 

松原 は た ぐさ ん の 人 だ ちの 手 で で き て いる と いう こと を 周り の 人 | | の まし た 

に 伝え だ いし 、 大 切 に 使用 し た いと 思っ て いま す 。 













































































私 は 公務 員 に な っ て 、 人 防災 対策 に 携わり た いと 考え て いま し た 。 
今日 、 現 場 を 見 学 し て 、 普 段 大 学 で は 学ぶ こと が で き な い 様 パ な 今回 の 見 学 に よっ て 、 自 分 が 公務 員 を 目指 す 意 思 や 理由 を より 深め 
こと を 学ぶ こと が で きま し た 。 特 に 、 実 際 に 高田 松原 の 砂浜 を 歩い る こと が で きま し た 。 イ ンタ ーネット 上 で は 調べ る こと の で き な い 
た と 時 の 足 の 感触 に 驚か され まし た 。 ま た 、 粒 の 細か さや きれ いな 内 容 も 教え て いた だ き 、 と て も 参考 に な り ま し た 。 公 務 員 に な る 夢 
点 に も 驚き まし た 。 こ れ は 、 砂 か ら 泥 を 取る ため に 三 回 洗う な ど 、 を あき ら め ず 、 県 の 発展 の た め に 活躍 で きる 人 材 に な り た いと 思い 
現場 で 働か れ て いる 方 の 仕事 の 成果 で ある の だ な ぁ と 実感 し まし まし た 。 

だ 







































































養 浜 砂 を 県 外 か ら 持 っ て きた と いう 説明 で し た が 、 実 際 に 砂浜 を 
高田 松原 に は 初め て 訪れ だ が 、 防 潮 堤 の 設計 建設 作業 が 順調 に 見 て 違和感 の な い 仕上 が り で 、 満 定 の いく 結果 と 感じ まし た 。 松 も 
綿密 に 行わ れ て いる と 感じ まし た 。 実 際 に 砂浜 に 踏み 入れ る と 砂粒 きれ い に 植 えら れ て お り 、 一 般 公開 され る 2 年 後 が 楽し み に 思 いま す 。 
の 細か さ に 驚き 、 新 守 の よう な 柔らか さだ と 思え まし た 。 ま た 、 工 自分 の 他 に も 公務 員 と し て 復興 に 携わり た いと いう 亡 が いた の で 、 
事 に は 多く の 企業 の 協力 が 必要 で あり 、 住 民 の 支援 も 必要 で ある こ 自分 も 改め て 熱意 を 持つ 良い 機会 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ い 
と が 分 か り ま し た 。 まし た 。 























に 関す る 問合せ 先 ロロ 


土木 部 大 船渡 土 ー 河 川 港湾 課 (本 庁舎) i 
192-27-9919 、( ) 0192-26-1951 E-mail: BG0005@ 
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